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疏⽔に、橋がかかり、そこが正⾨。眼下には、広いテニスコートと運動場。 
駅から、学校までは、上り坂。いい運動になったように思う。 

それまでの転校、転居の⽣活ではなく、恩師や友⼈知⼈に恵まれたのが、今⽇の原点。 
背中を⾒ていた、当時の友⼈は優秀で個性があった。有難い環境での学⽣⽣活。 

下記は、2023 年 10 ⽉ 2 ⽇の、正⾨の画像。当時と変わらない。 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 



山はみどり 野に花 人にはこころ 
 

この段階では、琵琶湖まで⾏く選択肢は、なかった。臨機応変。 
体調は悪くない。ホームページの発信も、休ませてもらうと、告知している。 

「ねばならない」から、解放されている。⾃由は、有難い。 
決断すると、フットワークはいい⽅だと思うが、⾝の程、油断⼤敵。 

 
 
 

 
 
 
 

   


